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１-10  

相続と税金（相続税が課

される財産①） 

選択肢３） 

保険契約者（＝保険料負担者）が夫、被保険者が妻、

死亡保険金の受取人が子である生命保険契約におい

て、夫の死亡により子が受け取る死亡保険金は、相続

税の課税対象となる。 

保険契約者（＝保険料負担者）が夫、被保険者が妻、

死亡保険金の受取人が子である生命保険契約におい

て、妻の死亡により子が受け取る死亡保険金は、相続

税の課税対象となる。 

※2019年 12月 10日追加 

142 ページ 

５-５  

財産の大半が自社株と事

業用資産で占められてい

るケース  

《設例》 

株式会社（非上場会社、以下、「Ｆ社」という）の状況

は以下のとおりである。 

株式会社（非上場会社、以下、「Ｑ社」という）の状況

は以下のとおりである。 

※2019年 12月 10日追加 
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５-５  

財産の大半が自社株と事

業用資産で占められてい

るケース  

《問１》 選択肢４） 

Ｄが相続時精算課税制度の適用を受けて、生前贈与を

受けたＱ社株式が民法上特別受益に該当する場合、Ｆ

社株式の遺留分算定の基礎となる当該株式の価額は

相続開始時の時価とされる。 

Ｄが相続時精算課税制度の適用を受けて、生前贈与を

受けたＱ社株式が民法上特別受益に該当する場合、Ｑ

社株式の遺留分算定の基礎となる当該株式の価額は

相続開始時の時価とされる。 

以上 


